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国
指
定
史
跡
蜆
塚
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
の
西
方

約
３
㎞
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
縄
文
時
代
の
ム
ラ

の
跡
で
す
。
蜆
塚
公
園
と
し
て
、
桜
、
紅
葉
な
ど
の

景
観
が
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
学
校

見
学
な
ど
で
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
公
園
内
に
は
博
物
館
が
あ
り
、
原
始
時
代

か
ら
現
代
ま
で
、
浜
松
の
歴
史
が
学
べ
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
や
季
節
ご
と
の
公
園
の
様
子
は
、
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
随
時
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

蜆
塚
遺
跡
の
最
大
の
特
徴
は
貝
塚
で
す
。
貝
塚
は

地
名
の
由
来
で
あ
り
、
小
学
校
の
教
科
書
に
も
掲
載

さ
れ
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
蜆
塚
遺
跡
の
近

く
に
佐
鳴
湖
が
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
が
散
歩

を
楽
し
み
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
で
き
ま
す
。

縄
文
時
代
、
佐
鳴
湖
は
太
平
洋
に
通
じ
る
入
り
江
で

し
た
。
貝
塚
は
佐
鳴
湖
で
採
れ
た
貝
が
約
千
年
間
か

か
っ
て
積
み
上
が
っ
た
も
の
で
す
。
高
い
と
こ
ろ
で

は
２
ｍ
近
く
に
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
人
は
丘
の

上
に
蜆
の
貝
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
の
を
不
思
議

が
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
畑
の
肥
料
に
し
て
い
た
と

い
う
記
録
も
あ
り
ま
す
。 

蜆
塚
遺
跡
は
昭
和
三
十
年
以
降
に
本
格
的
な
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
つ
の
貝
塚
が
円
環
上
に
並

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
建
物
跡
、
墓
地
、

土
器
、
人
骨
な
ど
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
貝
塚
で
は
、

貝
殻
の
カ
ル
シ
ウ
ム
に
よ
っ
て
骨
、
歯
な
ど
が
良
い

状
態
で
残
っ
て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
の
貝
塚
は
全
国

に
二
千
以
上
あ
り
、
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。
人
骨

を
調
べ
る
こ
と
で
、
当
時
の
人
々
の
食
生
活
や
自
然

環
境
も
分
か
り
ま
す
。
蜆
塚
遺
跡
で
こ
れ
ま
で
に
行

っ
た
調
査
は
遺
跡
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
中
央
部
は
広

場
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
調
査
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
貝
塚
は
、
ご
み
捨
て
場
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

建
物
の
跡
や
埋
葬
さ
れ
た
人
骨
も
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
居
住
空
間
や
お
墓
と
し
て
も
使
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
貝
塚
が
「
送

り
の
場
」
の
よ
う
な
精
神
文
化
的
な
意
味
合
い
を
持

っ
て
い
た
と
考
え
る
研
究
者
は
多
く
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
最
新
の
研
究
成
果
を
反
映
し
蜆
塚
遺

跡
の
価
値
を
究
明
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
史

跡
の
価
値
や
魅
力
を
今
よ
り
一
層
高
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
縄
文
集
落
の
景
観
を
再
現
し
、
貝
塚

の
高
ま
り
を
復
元
す
る
な
ど
、
訪
れ
た
人
に
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
き
ま
す
。 

蜆
塚
遺
跡
と
併
せ
、
博
物
館
の
将
来
像
を
検
討
し

ま
す
。
例
え
ば
、
最
先
端
の
映
像
技
術
や
展
示
手
法

を
取
り
入
れ
、
入
館
す
る
と
原
始
時
代
に
引
き
込
ま

れ
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
伊
場
遺
跡
、
入
野
古
墳
、
浜

松
城
な
ど
へ
と
続
く
浜
松
の
歴
史
を
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
辿
り
ま
す
。
来
館
者
が
大
昔
の
暮
ら
し
を
体

験
し
た
り
、
カ
フ
ェ
で
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
の
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
、
蜆
塚
遺
跡
と
博
物
館
が

市
民
に
一
層
愛
さ
れ
、
浜
松
の
観
光
集
客
の
核
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

蜆塚遺跡の発掘調査(昭和 33年) 

 

佐鳴湖 



 

 

★テーマ展 

「これなんだ？ － 古代の木製品 －」 

 開催中～5 月 9 日(日) 

  出土品のほとんどは、カケラやバラバラの状態で 

  発掘されるのに、どうしてこんな形とわかるので 

  しょうか？ 

  木製品を例に一緒に考えてみましょう。 

 

☆ギャラリートーク 

  2 月 27 日(土)、3 月 24 日(水)、4 月 28 日(水) 

  毎回 14：00～14：30 

 

★小展示「道具たちの 100 年」 

  開催中～3 月 7 日(日) 

  小学校社会科「道具とくらしのうつりかわり」に 

  あわせ、くらしの道具の変遷を紹介します。 

 

★小展示「≪干支展≫ 丑 うし」 

  3 月 23 日(火)～5 月 9 日(日) 

 豊橋市自然史博物館共催。丑にちなんだ自然、歴 

史、民俗の資料を展示します。 

  

★桜まつり 

  ３月２７日(土)、２８日(日) 

4 月 3 日(土)、4 日(日) 

 

★かやぶき屋根の下で聞く日本の昔ばなし 

4 月 10 日（土）14：00～ 

会 場：蜆塚公園内旧高山家住宅 

参加費：無料 

※事前申込み不要。 

直接、会場へ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【博物館所蔵資料の紹介】 

 

蜆塚遺跡の出土品 

 

蜆塚遺跡からは、土器、石器、骨角器のほかたくさ

んのものが出土しています。 

下の写真は、ヒスイで作られた大珠です。ヒスイは

深緑の半透明な宝石です。２つのうち上のヒスイ大珠

は、第二貝塚脇の墓地で見つかった人骨の胸のあたり

から出土したものです。下は、第三貝塚東側で採集さ

れたものです。これらは、新潟県と富山県県境の日本

海岸付近で産出されたものであると確かめられていま

す。経路は不明ですが、縄文時代の人が 400 ㎞以上

離れた蜆塚まで運んだことになります。ヒスイはとて

も硬い宝石のため、孔をあけたり、磨くのにも相当時

間がかかったと考えられます。 

今後、こうした出土品についても再検証し魅力アッ

プしていきたいと考えています。 

 

※各イベントの内容、定員、参加費などの詳細は、 

ホームページ、SNS でご確認ください。 

※イベントは、変更・中止になる場合があります。 

浜松市博物館    開館時間：9時～17時    2・3月の休館日：2/1,4,5,8,12,15,22,24,3/1,8,15,22 

〒432-8018静岡県浜松市中区蜆塚四丁目 22番 1号   電話：053－456－2208   FAX：053－456－2275 
Ｅメール：hamahaku@city.hamamatsu.shizuoka.jp    ＨＰ：httpｓ://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/hamahaku/  

 

催し物のご案内 

左から、 
ホームページ 

ツイッター 
インスタグラム 



 


